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 まず,硫酸アルミニウムをリガンドに用いたアフィニ
 ティクロマトグラフィから,凝集剤成分に親和性のある
 有機物を分離した.その結果,硫酸アルミニウムの多荷
 水和錯体と錯体を形成して凝集阻害に関与すると予想さ
 れる物質として,40-70kDaのタンパク質を確認した.
 また,PACを用いた凝集実験において,上澄水に残留
 した物質の分析を行ったところ,タンパク質の残留が見
 られた.EOM中に含まれるタンパク質は,PACと親和性
 を持たずに,タンパク質そのものの状態で残留している
 のに対し,10M中に含まれる物質には,PACと結合して
 凝集阻害に関与する25kDa,30kDa付近のタンパク質を
 確認した(図1),このようなタンパク質は,アルミニウ
 ムと錯体形成をすることで,アルミニウムの加水分解反
 応を阻止することで凝集阻害を引き起こしているものと
 予想された.
 さらに,砿α召rz噌no躍の細胞内および細胞表面に含ま
 れる親水性有機物から凝集阻害誘因物質を分離するため,
 分画分析を行った.各分画分析で得られた有機物存下に
 おける凝集実験を行い,凝集効率から凝集阻害誘因物質
 の定性的な特徴について調べた.
 図2の結果より,Mα8r房8∫no躍由来親水性有機物によ
 る強い凝集阻害が観察された・凝集阻害に寄与する親水
 性物質の特性としては,10kDa以上の分子量を持ち,凝
 集実験条件であるpH7において負に帯電する物質であ
 ることが示唆され,細胞内に存在する核酸成分および細
 胞表面成分であるリポ多糖質であることが予想された.
 特に,核酸成分については,酵素処理の結果RNAである
 ことが明らかとなった.電気泳動の結果より,検出され
 た核酸成分は700-1000bpの鎖長であり1bp当たりの分
 子量を750Daとすると,検出されたRNAは凝集阻害誘
 因物質の特性として見られた10kDa以上の分子を越えて
 おり,RNAが凝集阻害に寄与する可能性が考えられた.
 有機物の凝集阻害メカニズムを考察するため,親水性
 有機物存在下におけるカオリン懸濁物質のζ一電位測定,
 を行った.その結果,カオリン粒子のζ一電位は親水性有
 機物の存在量の増加に伴って上昇し,凝集しやすい方向
 に働いた.凝集実験の結果より,親水性有機物による凝
 集阻害は明らかに発生していることから,凝集阻害誘因
 物質として働く物質は,懸濁物質に対してではなく,凝
 集剤成分に作眉することにより凝集阻害を招いたことが
1234567
ゼー
 67!慕、、諜難
 30☆rl.i㌧△、』i灘綜
 20藍..
 図1凝集実験後の上澄水(10醗)に薄するア
 フィニティクロマトグラフィのフラクション
 のタンパク質検出結果.1:サンプル導入10
 mL目,2:サンプル導入20mL目,3:サン
 プル導入30mL目,4:サンプル導入40mL
 目,5:サンプル導入50mL目,6:洗浄,7:
 溶出,
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 図2磁α召r'瑠。躍由来親水性有機物の分画物質
 存在下における凝集実験のA働減少率A:標準
 懸濁水,B:フェノール水抽出物,C:エタノール
 沈殿物,D:限外ろ過水(<10kDa),E:陰イオン
 交換水,
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 図3AIC13(0.7mg-Al/L)に対する電位差滴定
 結果、◇は親水性有機物を含まない試料,0は
 親水性有機物(TOC:68mg/L)を含む試料を示す、
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 ムに吸着することによるフロック形成の成長阻害が発生していることが考えられた(図5).PACのような
 高分子凝集剤を用いた場合に発生する凝集阻害は,錯体形成よりもフロック形成の妨害によって引き起こさ
 れる阻害の方が大きいと予想された.従って,親水性有機物は上述したタンパク質とは異なり,凝集プロセ
 スの後段で生じる水酸化アルミニウムやポリマー化したアルミニウム種に対して作用することで凝集阻害
 が生じることが明らかとなった.
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